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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】        （修正有）
【課題】  輝度が高く、輝度分布が均一で、視認性に優
れた液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置は、導光部、反射部および
光放出部を有する導光板と、導光板の角部の導光部に近
接配置された発光素子と、導光板の上方に配置された液
晶表示素子とを備え、導光板と液晶表示素子との間に光
拡散シートを介在させ、光拡散シートには導光部および
反射部と対向する部分を除く導光部を挟む導光板の二つ
の辺縁に沿って光反射層２５を設け、他の二つの辺縁に
沿って、光放出部から発する光を導光板内へ反射する遮
光性反射層２６を設けている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  発光素子が発する光を導入する導光部
と、前記導光部から入射した光を面方向へ導く反射部
と、前記反射部で反射された光を放出する光放出部とを
有する導光板と、前記導光板の角部に設けられた前記導
光部に近接して配置された発光素子と、前記導光板の上
方に配置された液晶表示素子とを備えた液晶表示装置で
あって、前記導光板と前記液晶表示素子との間に、前記
液晶表示素子の表示領域外の部分を遮光する遮光層を形
成したシートを介在させ、前記シートには前記導光部お
よび前記反射部と対向する部分を除く前記導光部を挟む
前記導光板の二つの辺縁に沿って光反射層を設けたこと
を特徴とする表示装置。
【請求項２】  前記シートが光拡散シートである請求項
１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記二つの辺縁と異なる他の二つの辺縁
に沿う前記遮光層は、前記光放出部から発する光を前記
導光板内へ反射する遮光性反射層である請求項１または
２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記遮光性反射層を、光沢を有する熱硬
化性の黒色顔料系塗料または金属薄膜で形成した請求項
３記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記光反射層の光反射率を、前記遮光性
反射層の光反射率より高くした請求項３または４記載の
液晶表示装置。
【請求項６】  前記光反射層を、白色系塗料の塗布また
は白色系粘着テープの貼着によって形成した請求項１記
載の液晶表示装置。
【請求項７】  前記白色系顔料は熱硬化性の顔料系塗料
である請求項６記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、携帯電話などの携
帯機器類の表示部に用いられる液晶表示装置に関し、特
に、発光ダイオードなどの発光面積が微小な発光素子を
用いた液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】携帯電話などの液晶表示装置のバックラ
イトとして用いられる液晶表示装置においては、その光
源として、小型で消費電力も小さいチップ形状の発光ダ
イオードが使用されている。最近では、各種携帯情報端
末機器や携帯音響機器、デジタルカメラ、ビデオカメラ
などの携帯機器においても、小型化、電池寿命の延長、
耐衝撃性の向上などを図るため、光源が、冷陰極管から
発光ダイオードへと移行している。
【０００３】ここで、図４，５を用いて従来の液晶表示
装置について説明する。図４は従来の液晶表示装置につ
いて液晶表示素子を省略した状態で示す正面図、図５は
図４におけるＸ－Ｘ線断面図である。図４，５に示す液
晶表示装置５０において、５１はホルダ、５２は導光
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板、５３は光源である発光素子、５４は光拡散シート、
５５は発光素子５３を実装した回路基板である。また、
５６は反射部、５７は導光部、５８は光放出部、５９は
光散乱面、６０は光放出面、６１は光反射シートであ
る。
【０００４】図５に示すように、従来の液晶表示装置５
０では、導光板５２の角部に発光素子５３が配置され、
この発光素子５３が発する光を導光板５２の導光部５７
から取り入れ、反射部５６で反射させ、光放出部５８へ
導く。光放出部５８へ導かれた光は光散乱面５９によっ
て一部は散乱され光放出面６０より出射し、また一部は
光散乱面５９を透過して光反射シート６１によって反射
され、再度、光放出部５８の内部へ入射した後、光放出
面６０より出射される。光放出面６０より出射した光は
光拡散シート５４によってその進行方向を乱されること
で、輝度分布の均一化が図られる。
【０００５】このように、従来の液晶表示装置５０は、
導光板５２の角部に配置された発光素子５３が発する光
を導光板５２に取り込んで、図５に示す光反射部５６で
反射して光放出部５８へ導入し、光放出面６０から外へ
放出することによって、導光板５２の表示領域を明るく
光らせている。
【０００６】一方、光源の光を有効活用することによっ
て表示領域の輝度向上を図った液晶表示装置が特開平６
－１１００５７号公報に開示されている。この液晶表示
装置は、液晶表示素子の後方に配置された導光板と、こ
の導光板の少なくとも一端部に配置された光源とを有す
る液晶表示装置において、導光板と液晶表示素子との間
に、少なくとも液晶表示素子の表示領域外の部分を遮光
する遮光性の光反射層を形成した拡散シートを介在させ
たものである。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】図６は従来の液晶表示
装置５０の光拡散シート５４を導光板５２に接する側か
ら見た裏面図であるが、光拡散シート５４においては表
示領域６３以外の部分を遮光するため、光拡散シート５
４の外周部に遮光層６４が形成されているが、表示領域
６３以外に照射される光は表示領域６３の照明に関与し
ないので、輝度低下を招いている。また、図４に示した
ように、光源を導光板５２の角部に配置したため、対角
線上のＳ１部分は輝度が高く、対角線から離れたＳ２部
分は輝度が低いという現象が生じ、表示領域６３の輝度
が不均一となり、表示文字が一部見づらくなったり、暗
くて認識できない表示部分が生じたりして、表示品質を
著しく損なうことがある。
【０００８】一方、特開平６－１１００５７号公報に開
示されている拡散シートを用いた場合は、表示領域の輝
度向上は図れるが、表示領域の輝度分布の均一化を実現
することができない。
【０００９】本発明は、このような液晶表示装置におい
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て、輝度向上および輝度分布均一化を図り、視認性を向
上させることを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、発光素子が発する光を導入する導光部と、前記導光
部から入射した光を面方向へ導く反射部と、前記反射部
で反射された光を放出する光放出部とを有する導光板
と、前記導光板の角部に設けられた前記導光部に近接し
て配置された発光素子と、前記導光板の上方に配置され
た液晶表示素子とを備えた液晶表示装置であって、前記
導光板と前記液晶表示素子との間に、前記液晶表示素子
の表示領域外の部分を遮光する遮光層を形成したシート
を介在させ、前記シートは前記導光部および前記反射部
と対向する部分を除く前記導光部を挟む前記導光板の二
つの辺縁に沿って光反射層を設けたものである。
【００１１】本発明によれば、輝度が高く、輝度分布が
均一で、視認性に優れた液晶表示装置が得られる。
【００１２】
【発明の実施の形態】請求項１に記載の発明は、発光素
子が発する光を導入する導光部と、前記導光部から入射
した光を面方向へ導く反射部と、前記反射部で反射され
た光を放出する光放出部とを有する導光板と、前記導光
板の角部に設けられた前記導光部に近接して配置された
発光素子と、前記導光板の上方に配置された液晶表示素
子とを備えた液晶表示装置であって、前記導光板と前記
液晶表示素子との間に、前記液晶表示素子の表示領域外
の部分を遮光する遮光層を形成したシートを介在させ、
前記シートは前記導光部および前記反射部と対向する部
分を除く前記導光部を挟む前記導光板の二つの辺縁に沿
って光反射層を設けたものであり、遮光層が発光素子近
傍の集中的発光を抑制して輝度分布を均一化する作用を
有し、反射層が導光板内へ光を戻して表示領域の輝度を
高める作用を有する。
【００１３】請求項２に記載の発明は、前記シートを光
拡散シートとしたものであり、この拡散シートが光を効
率的に拡散するという作用を有する。
【００１４】請求項３に記載の発明は、前記二つの辺縁
と異なる他の二つの辺縁に沿う遮光層を、前記光放出部
から発する光を前記導光板内へ反射する遮光性反射層と
したものであり、当該遮光性反射層が導光板内へ光を戻
すことで表示領域の輝度をさらに高めるという作用を有
する。
【００１５】請求項４に記載の発明は前記遮光性反射層
を、光沢を有する熱硬化性の黒色顔料系塗料または金属
薄膜で形成したものであり、均一性が良好で、優れた遮
光作用と光反射作用が得られる。
【００１６】請求項５に記載の発明は、前記光反射層の
光反射率を、前記遮光性反射層の光反射率より高くした
ものであり、輝度分布の均一性を損なうことなく輝度を
高めるという作用を有する。
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【００１７】請求項６に記載の発明は、前記光反射層
を、白色系塗料の塗布または白色系粘着テープの貼着に
よって形成したものであり、光放出部から発せられた光
を効率的に反射するという作用を有する。
【００１８】請求項７に記載の発明は、前記白色系顔料
として熱硬化性の顔料系塗料を用いたものであり、光反
射率の高い光反射層を形成できるという作用を有する。
【００１９】以下、本発明の実施の形態について、図１
～図３を用いて説明する。
【００２０】図１は本発明の実施の形態である液晶表示
装置について液晶表示素子を省略した状態で示す正面
図、図２は図１に示す液晶表示装置の光拡散シートを導
光板に接する側から見た裏面図、図３は図１におけるＡ
－Ａ線断面図である。
【００２１】図１～３に示す液晶表示装置１０におい
て、１１はホルダ、１２は導光板、１３は光源である発
光素子、１４は光拡散シート、１５は発光素子１３を実
装した回路基板である。また、１６は反射部、１７は導
光部、１８は光放出部、１９は光散乱面、２０は光放出
面、２１は光反射シートである。
【００２２】このように、本実施の形態の液晶表示装置
１０は、発光素子１３が発する光を導入する導光部１７
と、導光部１７から入射した光を面方向へ導く反射部１
６と、反射部１６で反射された光を放出する光放出部１
８とを有する導光板１２と、導光板１２の角部に設けら
れた導光部１７に近接して配置された発光素子１３と、
導光板１２の上方に配置された液晶表示素子２２とを備
え、導光板１２と液晶表示素子との間に、液晶表示素子
２２の表示領域２４外の部分を遮光する遮光層を形成し
た光拡散シート１４を介在させ、光拡散シート１４には
導光部１７および反射部１６と対向する部分を除く導光
部１７を挟む導光板１２の二つの辺縁に沿って光反射層
２５を設け、二つの辺縁と異なる他の辺縁に沿って、光
放出部１８から発する光を導光板１２内へ反射する遮光
性反射層２６を設けている。
【００２３】このような構成とすることにより、表示領
域２４の輝度が高まるとともに、分布が均一となるた
め、視認性が向上する。
【００２４】また、本実施形態では、発光素子１３およ
び反射部１６と対向する部分の遮光層２３を黒色塗料で
形成し、光反射層２５を熱硬化性の白色顔料塗料で形成
し、遮光性反射層２６をアルミニウム薄膜で形成してい
るため、表示領域２４外の光を再度表示領域２４へ戻し
て利用でき、さらに、光反射層２５で図１におけるＳ２
部分の輝度を向上させることができる。また、遮光層２
３によって、発光素子１３近傍の光を抑制することがで
きるので、表示領域２４の輝度均一化が図られる。な
お、製造工程においては、表示領域２４以外の部分にア
ルミニウム薄膜を形成した後、白色塗料で光反射層２５
を形成し、黒色塗料で遮光層２３を形成するという工程
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をとることが望ましい。
【００２５】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、輝度が
高まり、輝度分布が均一化され、視認性が向上するとい
う有利な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置につい
て液晶表示素子を省略した状態で示す平面図
【図２】図１に示す液晶表示装置の光拡散シートを導光
板に接する側から見た裏面図
【図３】図１におけるＡ－Ａ線断面図
【図４】従来の液晶表示装置について液晶表示素子を省
略した状態で示す平面図
【図５】図４におけるＸ－Ｘ線断面図
【図６】図４に示す液晶表示装置の光拡散シートを導光
板に接する側から見た裏面図
【符号の説明】 *

6
*１０  液晶表示装置
１１  ホルダ
１２  導光板
１３  発光素子
１４  光拡散シート
１５  回路基板
１６  反射部
１７  導光部
１８  光放出部
１９  光散乱面
２０  光放出面
２１  光反射シート
２２  液晶表示素子
２３  遮光層
２４  表示領域
２５  光反射層
２６  遮光性反射層

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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摘要(译)

（带更正） 提供了一种具有高亮度，均匀亮度分布和优异可见性的液晶
显示装置。 液晶显示装置包括：导光板，其具有导光部，反射部和发光
部；发光元件，其配置在导光板的角部的导光部附近，且配置在导光板
的上方。 在导光板和液晶显示元件之间插入有液晶显示元件，光扩散
片，该光扩散片将除与光引导部和反射部相对的部分以外的光引导部夹
在中间。 沿着两个边缘设置有光反射层25，并且沿着另外两个边缘设置
了将从发光部发出的光反射到导光板中的遮光反射层26。
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